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問題区分 正答例 

１ 

１ １２０° 

２    １１ 通り 

３ 
6 −√3 − 𝜋𝜋

12

４ 

ＡＵ//ＯＳ より、同位角が等しいので、 

∠ＸＡＵ＝∠ＡＯＳ … ① 

ＡＴ//ＯＲ より、同位角が等しいので、 

∠ＸＡＴ＝∠ＡＯＲ … ② 

①、②より、

∠ＴＡＵ＝∠ＲＯＳ＝９０°… ③ 

△ＡＴＸと △ＵＡＹにおいて、

 ∠ＡＸＴ＝∠ＵＹＡ＝９０°… ④ 

四角形ＯＡＴＲと四角形ＯＡＵＳはいずれも１辺の長さが１のひし形 

なので、 

ＡＴ＝ＵＡ … ⑤ 

また③より、 

∠ＸＡＵ＝∠ＴＡＸ＋∠ＴＡＵ＝∠ＴＡＸ＋９０°… ⑥ 

∠ＸＡＵは△ＵＡＹの外角であることと、④より、 

∠ＸＡＵ＝∠ＡＵＹ＋∠ＵＹＡ＝∠ＡＵＹ＋９０°… ⑦ 

⑥、⑦より、

∠ＴＡＸ＝∠ＡＵＹ … ⑧ 

④、⑤、⑧より、直角三角形の斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しい

ので、 

△ＡＴＸ≡△ＵＡＹ

５ 2 −√3    倍 
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２ 

１ 
化学変化に関係する物質全体の質量は、化学変化の前後で変化しないという法則。

（37字） 

２ 2.2ｇ （2.20ｇも可） 

３ （炭素原子１個）：（酸素原子 1 個）：（カルシウム原子１個） ＝ ３ ： ４ ： １０ 

４ 3.52ｇ 

５ ＨＣｌ ＋ ＮａОＨ → ＮａＣｌ ＋ Ｈ２Ｏ 

６ 

（１） 𝑦𝑦  ＝ 2 𝑐𝑐 

（２） 𝑦𝑦  ＝  ２
５
𝑐𝑐 𝑥𝑥

３ 

１ 試験管 Ａ イ 試験管 Ｂ ウ 

２ ア 、  ウ 

３ 

場所 葉緑体 

理由 （光合成が行われ、）デンプンが作られたから 

４ 
光合成によってできた有機物を、呼吸によって二酸化炭素や水などの無機物に分解(３

７字) 


